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ドイツ人名,付その動物との関係














その多くは滞名であり,例えば, Smido (Schmied鍛冶屋), Bruno (der
Braune茶色の男,熊), Karl (自由人,熊という音義のkerlからの転音形),
Welf (若い犬), Franko (フランク人,自由人), Ernest (-Ernst戦),
又動物の名,例えばWolf (狼), Hraban (-Rabe烏).又古い現在分詞
例えばWigant (戦いつつあるもの), Helfant (助けるもの), Wielant
(恐らく巧みに仕事をするものの意).又特別な変化の現在分詞としての
































部分から短縮形が生れていることもある..例えば, Hunulfus - Wulfus,
Wartgis-Giso.又時には第二部の最初の子音を第一部分に含めた短縮形




-leinや-chenに当る.縮小語尾としては更に-ilo, -ulo, -alo, -el, -elchen,
-ichl, -lichenなどいろいろある.更に又短縮形に用いられる語尾には-z,
-ttがあり,又-tzから-tschに変る現象も見られる.例えば,Gottfried-
Gotzi-Gotschi ; Friedrich-Fritz-Fritschi (又はFritsche).又-d, -th




















8世紀以来-helm, -rich, -vrid, -winといった語尾が,愛称形にもつけ


















































ecka (武器の尖端), rant (盾)などの語はその一例である.これらは古い
伝統を伝え,尚武の精神を現わす.英雄伝説に依って知られているHildi-
brant, Gernot (gerは投槍), Giselher (gisilは矢竹) Eckehartなどの
名はこの部類に属する.古高ドイツ語のort (Ortwinのような)は剣先の
意味であり, bil (Billungのような)は戦斧, brunniaはBriinne (よろ
い), isanはEisen (秩)の意味である. sper, swert (Speer槍, Schwert
刺)のような散文的な語は敬遠される.戦と勝利を意味する語も盛んに命




(勇士), nit (憎蕃), kraft, ellan (力), magan (力,技傾), bald (大胆







hruod (いづれも名誉), berht (明らかな,輝かしい), hlut (高名の),
mari (名誉ある,赫々たる).大将としての主君の名にはrich, wald (第
二部分では-old), wart (いづれも守り手の意), burg (護り), munt (護
り,守護暑)が用いられ,従者,臣下の名にはfolc (軍隊), hari, heri
(いづれも軍勢,多勢の意), diot (多衆)などの語を用いた.又財産を誇
示する語としてot (富), uodal (世襲財産), arbi (遺産), fridu (守護),
heim(衣)など,又血統を誇るものとしてはadal(貴族), kuni, fara(い
づれも血族の意), erkan(純粋の)など,又集会評議に関する語としては,
rat (よい思案), madal或はmahal (集合の場所)などが命名に使われ
た.又客人に関する語としてgast, wim (客人,味方) trut (親しい,






と思われる. Goz (ゴ-下人), Wentil (ワンダル人), Warm (ワルネ人)
などを人名の一部分に用いてある場合は,昔尊敬されていた種族に関係し


























































































































Petrus, Paulus, Johannes, Simonなどのような新約聖書中の名前や,



























































Martin, Thomas, Andreas, Mathias, Phihpp;女性ではElisabeth,
Margaretha, Agnes, Sophiaが最も多く, Bernでは, 1375-76の記録
での順序で見ると, Peter (192件), Johannes (184件), Nikolaus (34













































Paulus, PetrusはSteffen, Paul, Peterとなるといった調子.又ラ
テン語の語尾が残る場合は,語幹と融合する.例えば, Lukas-Lux;
















Gregorius - Gorres ; Apollonius - Plonnies ; Liborius - Borries, An-

































提唱しWolfhart, Hildebrand, Siegfried, Friedrich, Gotぱriedなどと
いう名は,特に18世紀以降は,実際に用いられている.又17世紀の言
語協会などの活動として外来語や外国語と同様に外国風の名前までもドイ
ツ訳となって, Philippの代りにMarhold, Ritterholdが, Dorotaeaの
代りにHimmelsrraldeが提唱されたりしてる.又一方必ずしもこのようp
な言語協会の影響とも云えず,ドイツ固有のものを好む現われと見るべき




には行われなかった. Josef Haydn (カトリック地方の産)とChristian
Furchtegott Gellert (プロテスタント)を此改すればおのづから明らかで
あろう.
Desiderius, Aegidius, Thomas, Johannes, Martinなどのような16世
紀の呼び名を, 18世紀のプロテスタントの名と此軟するとFnedrich,
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カトリックの間にはJohann Nepomuk, Josef, Maria (中世には極め
て柿で, 16世紀以来はじめて広まった), Karl (既述の通り), Ignaz,



























した.例えば, Hohenzollern王家のFriedrich Wilhelm ; Habsburg王




















た.騎士文学とロマンティック文学によりBenno, Kuno, Ottokar, Hed-
wig, Hildegardなどの名が流行し, Agathe (魔弾の射手の), Walther
とEva (名歌手の), SiegmundとSiegfried (ワルキューレの)などは
申すまでもなく歌劇に依って流行した名である.尚ロマンティック文学と
















ている(Alfonso, Rodrigo, Ildebrando, Humbertoなど). 18世紀以後
は,Harry, Fanny, Mollyなどのような英国式呼び名も現われ,Alexander,



































があって, Alpiz, Alpiza, Elpizなどという女名の記録が9世紀から11
世紀にかけて見られるといわれる. swanとして単一名では女名にだけ用
いられswanoという形で複合形の命名に於ける第一部分にだけ男名に現




































な発展を行っていて, Wolf gang, (逆にGangolfというのもある)がもと
になって,更に多くの-gangに終る名前が形造られ,その数は実に27に
達するという.女名はUlp (Ulpia)又は-ulpに終る複合名である.
以上,主としてErnst Schwarz : Deutsche Namenforschung 1. Ruf-
und Familiennamen,及びEdward Schroder : Deutsche Namenkunde
を参照して記したが,紙数の関係で姓にまで及ぶことができず,呼び名だ
けにとどまった.
(1962.9)
